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三重病院ニュースレター

（２０２1年7月1日付）

●小児科  青木  優介先生

　はじめまして。小児科後期
研修医2年目の青木優介と申
します。まずは、自己紹介から
始めさせて頂きます。
　私は三重県四日市市の出身

で、幼少期はよく体調を崩しては近くのクリニックにお
世話になっていました。医師になることを目標に中高生
時代を送り、三重大学医学部医学科に入学、勉学・部活
動に励みながら6年間を過ごし、2018年に医師になり
ました。その後、初期研修2年間および後期研修1年間
を伊勢赤十字病院で勉強させて頂き、充実した3年間を
送ることができました。そして今回、縁あって国立病院
機構三重病院で働かせて頂くこととなりました。
　当院は、県内の幅広い地域から感染症等の急性疾患

●小児科  水谷  健佑先生

　２０２１年７月より三重病院
小児科でお世話になっており
ます。水谷  健佑（みずたに  
けんすけ）と申します。三重
県四日市市で生まれ、香川大

学を卒業後、初期研修医および小児科専攻医として松
阪中央総合病院、三重県立総合医療センター、三重大
学医学部附属病院、三重中央医療センターなど様々な
病院で勤務してきました。患者様やその御家族様の気
持ちに寄り添った、丁寧な診察を行えるように心がけて
おります。どうぞよろしくお願い致します。

　

●小児科  加藤  伊知朗先生

　初めまして、小児科後期研
修医3年目の加藤伊知朗と申
します。今年の７月より三重
病院で勤務しております。出
身大学は愛知県の藤田保健

衛生大学(現在は藤田医科大学)ですが、地元の地域医
療に貢献するために三重県に戻って参りました。初期研
修を伊勢赤十字病院で２年間経験したのち、小児科医と
して伊勢赤十字病院、松坂中央総合病院にそれぞれ１
年間勤めておりました。ここでの勤務期間は半年間だけ
ですが地域の子供たちの健康に少しでも貢献できるよ
う、そしてお父さんお母さんが安心してもらえるような
医療を提供できるよう心掛けて日々精進
して参りますのでよろしくお願いします。

●アレルギー科  村上 修一先生

　初めまして、2021年7月
から非常勤で木曜日と金曜日
にアレルギー科で勤務させて
いただいている村上修一と申
します。私は奈良県出身で、

大阪の大学を出た後に大阪や奈良で勤務してまいりまし
た。これまで隣同士にも関わらず三重県にあまり来たこ
とがなく、新しい文化圏での生活を新鮮に感じています。
また三重病院での勤務に慣れるまで非常に時間がかかり
ご迷惑をたくさんおかけするかもしれませんが、どうか
温かい目で見守っていただけると幸いです。これから三
重県のアレルギー診療に少しでも貢献できたらと思いま
すので何卒宜しくお願い致します。　

が集まるとともに、アレルギーや糖尿病、神経発達、予
防接種等の分野で高い専門性を持った医師も多く、こ
の魅力的な病院で働けることを嬉しく思います。自己研
鑽に励みつつも、子ども達の健康に第一に貢献できる
よう、一生懸命努力する所存ですので、どうぞ宜しくお
願い致します。

医療安全だより

医療安全だより医療安全だより
　皆様は５S活動をご存じですか？
　「整理」 「整頓」 「清掃」 「清潔」 「躾（しつけ）」の
頭文字をとって５Sといいます。
　医療安全では 5S を意識した行動を心がける
よう病院職員に伝えております。
　これらの意識を持ち続けるためにも、巡視を
行い、職員の意識の徹底につながるよう様々な
工夫を行ってまいります。
　職員へ聞き取り、テストを行い、その結果から振
り返る必要性を感じております。

　それぞれの部署の意識
改革、一人一人の責任を
持った行動、また、それ
を指導する巡視グループ
としても気を引き締めて
対応をしていきます。
 （医療安全巡視グループ）
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